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登壇 

 

森：皆さんこんにちは。森でございます。本日はお忙しい中、決算説明会にご参加いただき、誠にありがとうござい

ます。 

当社は本日 15時 30分に、2022年度第 3四半期決算を発表しました。発表資料は、当社 IR ウェブサイトに

記載しております。本日はその資料のうち、決算説明資料を用いて、私から決算の概要をご説明し、その後、質疑

応答に移りたいと存じます。 

それでは説明を始めます。 

  

https://ir.lifenet-seimei.co.jp/ja/library/earnings.html
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2 ページをご覧ください。本日の決算説明の主なポイントです。 

まず、2022 年 12 月末の保有契約の年換算保険料は、前年 12 月末比 12.8％増加の 235 億円となり、2

桁％の着実な成長が継続しています。 

次に、コロナ関連支払いは、2022 年度上半期に多額の支払いが発生しましたが、9 月の支払い対象範囲見直

し後においては一定水準に落ち着き、9 ヶ月間累計では 13.2億円となりました。 

そして、経営方針において最も重要な経営指標として定めている、ヨーロピアン・エンベディッド・バリューは、前年 12

月末比 7.8%増加の 1,229億円となりました。 

主な取り組みとしては、KDDI とのホワイトレーベルの強化に向けて、2023 年 2 月に「au の生命ほけん」のリニュ

ーアルを行っております。 

最後に、当社はこの度、サステナビリティに関連する重要課題、マテリアリティを特定しました。 

各項目の詳細は、後ほどご説明します。 
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3 ページをご覧ください。保有契約業績の推移です。 

Annual Recurring Revenue に相当する保有契約の年換算保険料は 2022年 12月末で 235億円、件

数は 55万 6,942件となりました。 

金額・件数のいずれにおいても過去最高で、前年 12月末比で 10%超の力強い成長を実現しています。 
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4 ページは、その保有契約の変動要因を件数ベースでお示ししています。 

棒グラフ、一番右側のグリーンで色付けされたところが、2022 年度第 3 四半期です。当期の新契約件数は

22,612件、解約失効率は 6.4%となりました。 

ご覧のとおり、中期的には保有契約 2 桁％成長のトレンドを維持しておりますが、成長を一層加速するためには、

新契約業績の増加が課題であると認識しています。 

足元は、短期的な事業環境の変動に左右される状況が依然続いておりますが、今後も金融のデジタル化という構

造的なメガトレンドを捉えるべく、ブランド力の強化や UI/UXの改善および他社との協業を通じて、保有契約業績

の持続的な成長に繋げてまいります。 
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5 ページは、営業費用の効率です。左下の表に、投下した営業費用を記載しています。 

2018年度から 2021年度までは年度通期 12 ヶ月分の金額であり、2022年度は第 3四半期累計 9 ヶ月分

の金額です。2022年度第 3四半期累計の営業費用は、64億 2,400万円となりました。 

また、棒グラフでお示ししている第 3四半期累計期間の新契約 1件当たりの営業費用は 8.4万円となりました。 

ブランド力を一層高め、保有契約の持続的な成長を実現するために、営業費用をおおむね従来と同水準のペー

スで投下しました。当第 3 四半期においては、保険需要が短期的に落ち込む中での事業運営となり、営業効率

が悪化したことから、反省の残る四半期となりました。 

営業費用効率の改善は中期的な課題の一つではありますが、以前からお伝えしている通り、オンライン生保市場

のポジショニングを一層強固にすることが中長期的に事業規模の拡大を加速させることに繋がる、という考えに基づ

き、今後も一定規模の営業投資を継続してまいります。 



 
 

 

 
Copyright© LIFENET INSURANCE COMPANY All rights reserved. 

 
6 

 

 

次に、営業費用以外の事業費の効率について、6 ページでご説明します。 

営業費を除く事業費は、当第 3四半期累計期間で 34億 9,900万円。保険料収入に対する比率は 21.0%

となりました。 

保険料収入は着実に増加しておりますが、主に団体信用生命保険事業の開始に向けた準備等、新規の事業

開発投資により、事業比率が 2021年度よりも上昇しています。 

事業比率の改善は、ユニットコストの低下を意味しており、収益性の向上やヨーロピアン・エンベディッド・バリューの

増大に寄与する重要な要素です。 

現状は、一定規模の事業開発投資を行うと、事業比率のぶれが生じやすい事業規模ではありますが、中期的に

は安定して改善できるよう、取組みを継続してまいります。 
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7 ページをご覧ください。新型コロナウイルス感染症に係る支払い状況をご報告します。 

新型コロナウイルスの感染者増加に伴い、上半期には多額のコロナ関連支払いが発生し、その結果、2022 年度

第 2四半期決算発表において、当期の業績予想における経常利益および当期純利益を下方修正しました。 

その後はご覧の通り、9 月 26 日の支払い対象範囲見直しを機に、コロナ関連支払いは落ち着いており、第 3 四

半期累計で 13.2億円となりました。 

足元の状況を踏まえた 2022 年度通期のコロナ関連支払いの見込み額は、第 2 四半期決算発表時にご説明

した、13億 5,000万円からは若干増加する可能性はありますが、おおむね大きく変化はないと考えております。 

足元では、新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けが 5類感染症に移行する、という報道も出てきております

が、引き続き外部の動向を注視してまいります。 
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8 ページは、生命保険会社の会計構造です。 

当社の収益性を適切にご理解いただく上で重要な点です。 

まず、現行の法定会計では、新契約の獲得にかかる営業費用は初年度に集中して計上される会計基準となって

います。一方で、売上にあたる保険料収入は保険期間の長期にわたって計上されるため、収入と費用の発生時

期が異なる構造となっています。 

新契約業績が成長すればするほど、獲得に伴う営業費用は拡大する一方で、当年度に獲得した新契約から生ま

れる収入は、当年度の実績にあまり反映されません。そのため、当社のように保有契約がまだ十分な規模に達して

いない中で、新契約業績が力強く成長している場合には、現行法定会計では経常損益にマイナスの影響を与え

る構造となっています。 
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9 ページは、修正利益の推移です。 

現行の法定会計では、収入と費用の発生時期にズレが生じ、新契約の獲得費用である営業費用が、当社の収

益性の実態をわかりにくくしていると考えています。 

そのため、収入と費用の発生時期が異なる営業費用を除くことに加え、その他再保険や責任準備金などテクニカ

ルな損益要因の影響を調整することで、保有契約から生じる期間利益を「修正利益」として開示しています。 

2022年度第 3四半期累計期間の修正利益は、22億 9,600万円となりました。 

保有契約から生じる利益は着実に計上しておりますが、特に当第3四半期累計期間においては、主にコロナ関連

の支払いが 13.2億円発生したことなどにより、前年度と比較すると限定的となっております。 
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10 ページは、エンベディッド・バリューの構造です。 

ヨーロピアン・エンベディッド・バリューは、保有契約が今後生み出す、法定会計上では未実現の将来利益の税引き

後価値を加味した純資産、いわば純資産の現在価値であり、当社は重要な経営指標として、ヨーロピアン・エンベ

ディッド・バリューの成長に注目しています。 
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11 ページをご覧ください。 

2022年 12月末時点のヨーロピアン・エンベディッド・バリューは、1,229億円となりました。 

2012年 3月の上場以降の年平均成長率は 19%ですが、特に、保有契約から生じる会計上未実現の将来利

益である「保有契約の将来利益現価」は年平均 32％で成長し、ヨーロピアン・エンベディッド・バリューの成長を力

強く牽引しています。 

また、折れ線グラフは 1 株当たり EEV の推移をお示ししています。2022 年 12 月末時点の 1 株当たり EEV は

1,764円となりました。 
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12 ページは、2022年 3月末から 2022年 12月末への EEV の変動要因分析です。 

当社は、EEV の変動のうち、ご覧のスライドの緑の点線枠で囲っている、「新契約価値」「将来利益現価の割り戻

し」および「保険関係の前提条件と実績の差異」、これら 3点の合計を「修正 EV増加額」と定義し、当社の期間

業績を表す指標としています。 

当第 3四半期累計期間の修正 EV増加額は、41億 4,600万円となりました。このうち、新契約価値は 32億

3,200万円と EEVの増加に寄与している一方で、先ほどご説明したとおり、第 3四半期は新契約業績および営

業費用効率が悪化したことにより、新契約価値の成長はやや緩やかとなっています。また、保険関係の前提条件

と実績の差異は、主に新型コロナウイルス関連の支払いが 13.2億円発生したことにより、マイナス 1億 7,000万

円となりました。 

その他では、経済的前提条件と実績の差異が 11 億 4,800 万円のマイナスとなりましたが、これは主に足元の金

利上昇の影響により、保有する有価証券の評価が下落したことによるものです。 

特に、2022 年 9 月末から 2022 年 12 月末の 3 ヶ月間の変動においては、この経済的前提条件と実績の差

異の減少が大きく影響し、3 ヶ月間でみると EEV が若干ではありますが減少した四半期となりました。 
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13ページは、当社と国内の上場生命保険会社における、EVの金利および株価等の変動に対する感応度を示し

ています。 

12 ページでご説明のとおり、当社の EEV もマーケットの金利上昇の影響は受けているものの、当社は相対的に金

利および株価等の変動の影響を受けにくい資産運用と商品ラインナップであることから、当社の金利等の変動に対

する EVの感応度が限定的であるという性質は、従来と変更ありません。 

EV の成長にはさまざまなドライバーがありますが、あくまで当社は保有契約の成長と事業効率の改善によるオーガ

ニックグロースで、1株当たり EEV の成長を目指してまいります。 
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14 ページは、貸借対照表の要約です。 

2022 年 12 月末時点の総資産は 678 億 9,700 万円、負債は 510 億 3,100 万円、純資産は 168 億

6,600万円となりました。 

支払余力を示す指標であるソルベンシー・マージン比率は 3,140%となり、資本十分性の観点においては、十分

な水準を確保しております。 

一方、足元の金利変動の環境下における当社の財務会計への影響については、左側の表のうち、純資産の 1行

下にある、その他有価証券評価差額金がマイナス 7億 9,500万円となっています。 

今後につきましては、短期的には円債におけるデュレーションリスクを軽減、要はデュレーションを短期化することに加

え、「その他有価証券」の長期部分を段階的に売却し、「満期保有」に振り替えていくことで、金利上昇に対する

耐性を高めていきたいと考えております。 

今後もしばらくは一定の影響を受けるものと考えており、引き続き運用環境を注視して、耐性を高めた財務体質に

していきたいと考えております。 
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15 ページでは、財務情報のまとめとして、保有契約価値の成長についてご説明します。 

左側にある保有契約件数は着実に増加しており、事業規模が拡大していることがおわかりいただけると思います。 

それに加えて、中央の１件当たり保有契約価値をご覧いただきますと、現在の事業環境、市場の環境下において

も、その価値を毀損することなく、着実に 1件当たりの価値も増加しています。 

結果として、右側の保有契約の価値である将来利益現価は増加しており、前年 12 月末比 19.6％増の成長を

実現しています。 

今後も保有契約価値の力強い成長を実現し続けることで、当社企業価値の持続的な成長をお示ししてまいりま

す。 
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16 ページ以降は、主な取組み等をご説明します。 

当社は、ホワイトレーベルチャネルを当社の中長期的な成長を支える大きな柱の一つとなるチャネルとして位置づけ、

幅広い顧客基盤とブランド力を持つパートナー企業と協業し、オンライン生保である当社の保険商品・サービスの

価値を、多くのお客さまに提供しています。 

その第 1号である KDDI株式会社とのホワイトレーベルにおいて、今月、保険商品「auの生命ほけん」を、Ponta

ポイントがたまる「au の生命ほけん」としてリニューアル発売しました。 

今回の取組みのポイントは、大きく 3点あります。 

1 点目として、KDDI グループは Ponta ポイントを基軸とした au 経済圏の拡大を掲げておられ、その戦略に基づ

いた商品改定であるという点です。 

2点目として、昨今 KDDI グループの提供する通信ブランドが、au だけではなく、UQ mobileや povoなどマルチ

ブランド化していることを踏まえ、auの通信契約を持たないお客さまにも、「auの生命ほけん」のメリットを広くお届け

することができるようになります。 
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3 点目として、当社はこの度、Ponta ポイントを運営する株式会社ロイヤリティ マーケティングと募集代理店委託

契約を締結したことを発表しております。これにより、Pontaポイントがたまる「auの生命ほけん」を、KDDIグループ

の顧客基盤だけでなく、1億人を超える Ponta会員基盤に対しても販売することができるようになりました。 

このように、本取組みは単なる商品改定に留まらず、新たな販売機会を創出するものでもあり、新商品を活かして、

保有契約業績の成長に繋がるよう努めてまいります。 
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続いて、17 ページをご覧ください。 

昨年 10 月に当社は、子会社のライフネットみらい株式会社とともに、三井住友カード株式会社と業務提携契約

を締結しましたが、新たな動きがありましたので簡単にご紹介いたします。 

先週、株式会社三井住友フィナンシャルグループ、株式会社三井住友銀行、三井住友カード株式会社は、

2023 年 3 月より、個人のお客さま向けの総合金融サービス「Olive（オリーブ）」の提供を開始することを発表さ

れました。 

「Olive」は、銀行口座、カード決済、ファイナンス、オンライン証券、オンライン保険などの機能を、アプリ上でシーム

レスに組み合わせた総合金融サービスで、いわゆる金融スーパーアプリの提供を開始されると伺っております。 

その中で、当社および子会社のライフネットみらいは保険分野の一翼を担い、2022 年 11 月に三井住友カードが

リリースした会員向けの保険ポータルサイトを主戦場として、これから幅広い保険商品・サービスの提供の実現を共

に目指してまいります。 

具体的な取組みにつきましては、今後改めてご開示していきたいと考えております。 
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18 ページをご覧ください。 

当社は、この度サステナビリティに関する長期的な重要課題、いわゆるマテリアリティを 10項目特定しました。 

マテリアリティの特定においては、社会にとっての重要課題と、当社における重要課題、この２つの観点で検討をし

てまいりました。 

当社は、サステナビリティにおいても、生命保険の原点である「相互扶助」の考え方を大切にしています。 

各ステークホルダーとの相互の繋がりの中で、当社の存在意義ともいえる「正直に経営し、生命保険をわかりやすく、

安くて、便利にする」ということ、これを通じて、お客さま、そして社会の課題解決に貢献するとともに、経営の基盤と

なるガバナンス・従業員への取組みを推進することを、経営会議で議論を重ねてまいりました。 

その結果、改めて、当社の事業成長そのものが社会課題の解決に資するものと認識し、この度のマテリアリティの特

定に至りました。 

各マテリアリティに基づき、今後も取組みを推進するとともに、投資家の皆さまとの対話を一層重ねながら、開示の

充実にも努めてまいります。 
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19 ページをご覧ください。 

当社は、昨年 5月の 2021年度決算発表において、2023年度からの IFRSの任意適用を目指すことをお伝え

し、目下、各種準備を進めております。 

その一環として、先月、機関投資家・アナリストの皆さま向けに、第 3回の IFRS勉強会を開催しました。 

勉強会では、皆さまに 2023 年度以降の新たな財務諸表を円滑にご理解いただくことを目的として、会計監査前

の暫定値ではありますが、過年度の数字を用いて IFRSベースの損益計算書および貸借対照表における主なポイ

ントをご説明しました。勉強会の説明資料は当社 IR ウェブサイトに掲載しておりますので、ご関心のある方はご覧く

ださい。 

スケジュールにつきましても、以前のご説明から変更はありません。2022 年度内に IFRS 任意適用の機関決定を

行い、2023 年 5 月には IFRS のもとでの 2023 年度業績予想を開示したいと考えています。その際に、業績予

想の科目については、今期 2022 年度の業績も、会計監査前の数値となりますが、IFRS にて開示できるよう努

力したいと考えています。そして、2024年 5月に発表する 2023年度通期決算発表は、IFRSの任意適用のも

とでの通期決算数値をご説明する予定です。 

https://ir.lifenet-seimei.co.jp/ja/library/material.html


 
 

 

 
Copyright© LIFENET INSURANCE COMPANY All rights reserved. 

 
21 

 

 

20 ページをご覧ください。2022年度の業績予想です。 

今年度の業績予想は、昨年 11月に開示した予想から変更はありません。 

短期的には不透明感もある事業環境ではありますが、引き続き保有契約業績は 2 桁％の成長を目指すとともに、

2023年度以降に寄与する成長投資も行うことで、中長期の成長に繋げてまいります。 
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最後、21 ページは、改めて経営方針を確認させていただきます。 

今後も金融サービスのデジタル化という構造的なトレンドをしっかり捉えながら、事業規模の拡大を目指して成長を

追求してまいります。 

今後も自分たちの力でオンライン生保市場を力強く拡大し、この市場におけるリーディングカンパニーであり続けるこ

とで、EEV2,000億円の早期達成を目指してまいります。 

以上で、2022年度第 3四半期決算の説明を終了いたします。ご清聴ありがとうございました。 


